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２．【生産、受注及び販売の状況】 
(1)生産実績 
当連結会計年度における鉄鋼関連事業、アルミ・銅関連事業の生産実績は、次のとおりであります。 

当連結会計年度（ 15. 4 ～ 16. 3 ） 事業の種類別 
セグメントの名称 区分 生産数量（千トン） 前期比（％） 

鉄鋼 
関連事業 粗鋼 7,397 ＋6.9 

アルミ・銅 
関連事業 

アルミ圧延品 
銅圧延品 

412 
113 

＋0.5 
＋0.8 
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５．【経営上の重要な契約等】 
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６．【研究開発活動】  
 

当社グループ（当社及び連結子会社）は、当社技術開発本部の保有する幅広い技術分野における技術力を核
として、当社の各部門及び関係会社が保有する豊富な技術を組み合わせ、融合することによって、グループ全
体にわたる研究開発への経営資源の投入を効果的に行なっております。 
即ち、当社技術開発本部においては、事業ユニットの競争力強化のための研究開発に加え、将来に向けた新
製品当社の各部門及び連結子会社の技術開発部門においては、

事業競争力の強化に直結する製品開発��鉄鋼分野では、自動車用特殊鋼やハイテンなどの当社独自商品とその利用技術開発に注力するとともに、
や生産のリードタイムを約 1/3に短縮できる高能率なタンデムアーク溶接システ ムの開発などがあります。 
なお、当連結会計年度における研究開発費は、6,253 百万円であります。 



 お

売上香 いてな 都市理設備の受注低迷 械関連冴 が前連結禾 年度 べて減収 な1,006 億円となりましたが、営業外損益

が前連結会計年度に比べ 42 億円悪化の△499 億円となったことから、経常利益は前連結会計年度に比べて

153 億円増加（43.3%）し、507 億円となりました。 
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 ③財政状態についての分析 

 


